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●遊佐町特産焼酎プロジェクトとは
農業委員会プロジェクト（遊佐ブランド推進協議会、ＪＡ庄内みどり、
農家、卸業者、酒造、遊佐町産業課）では、年４回会議を行い、売
れ行きの確認、販売計画等を行っている。

特集 地域の色を醸す 
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ク
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ェ
ク
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。
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デ
ザ
イ
ン
を
町
民
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ら
公
募
し
、
町
民
か
ら
親
し
ま
れ

る
焼
酎
づ
く
り
を
目
指
し
、「
遊
佐
町
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」
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サ
ツ
マ
イ

モ
と
麹
用
精
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新
米
）
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原
料
に
芋
焼
酎
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耕
作
く

ん
」
が
生
み
だ
さ
れ
た
。「
耕
作
く
ん
」
に
使
用
す
る
サ

ツ
マ
イ
モ
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生
産
は
、
苗
植
え
か
ら
収
穫
・
選
別
ま
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る
。

当
初
は
黄
金
千
貫
と
い
う
品
種
を
原
料
に
製
造
し
て

き
た
が
、
二
年
前
か
ら
紅
は
る
か
に
変
更
。
サ
ツ
マ
イ

モ
の
名
前
に
合
わ
せ
た
赤
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
紅
は
る
か
を
使
用
す

る
こ
と
で
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
と
コ
ク
が
あ
る
味
わ

い
と
な
っ
た
。「
耕
作
く
ん
」
の
売
り
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
出
来
に
よ
り
焼
酎
の
味
が
毎
年
違
う
こ
と
。
毎
年
買

っ
て
味
の
違
い
を
感
じ
て
み
て
ほ
し
い
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
考
え
て
い
る
。

遊佐町特産焼酎プロジェクトのメンバー。
左端が代表の髙橋良彰さん。サツマイモ
の生産者でもある。 
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蒸留する蒸留機の違いによる区分 
■甲類…連続式蒸留機で蒸留。原料を糖化し発酵

してうまれるもろみを連続的に蒸留する。 
■乙類…単式蒸留機で蒸留。アルコール以外の原

料の持つ香りや風味なども抽出される。 

サツマイモの選別基準（代表高橋さんの場合）

お問い合せ先  遊佐ブランド推進協議会（遊佐町特産焼酎プロジェクト事務局） 
電話 0234-72-3966   ＨＰ http://yuza-brand.jp/ 

遊佐町内の 13 店舗で取り扱いしている、うち「道の駅 
鳥海ふらっと」「地酒庄内館」の２店は電話で注文可
能。他の市町村では、酒田市で４店舗、鶴岡市で１店
舗販売されている。詳しくは下記のＨＰをチェック。 

選別されたサツマイモが酒造会社に送られ、
12月に発酵を開始し、３月に瓶詰される。 

① 干し芋加工用
細長く、形のいいサ
ツマイモ

② 産直販売用
手頃な大きさ、形の
いいサツマイモ

③ 耕作くん用
①、②以外のサツマ
イモ

干し芋、サツマイモの主な販売先「道の駅鳥海ふらっと」 

耕作くんの販売先 

焼酎の甲類？乙類？ 

５月 苗植え作業 「耕作くん」ができるまで 
数量限定で、４月に販売を開始する。 
アルコール分 25%、容量 720ｍｌ。

夏の作業はほとんどな
く、サツマイモは手がか
からない作物である。 

サツマイモ収穫。
掘ったサツマイモは、１
つ１つ砂を落として、大
きさや形で選別される。
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